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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置において、弾性特性の計測精度
を向上させる。
【解決手段】超音波ビームの走査によって生成された複
数のフレームに基づいて、生体組織の変位量の時間変化
が演算され、変位量の時間変化を示す変位波形が生成さ
れる。この変位波形は、例えば被検者の呼吸運動に起因
する。変位波形の解析結果に基づいて、呼吸及び息止め
の指示がなされる。呼吸の指示が繰り返されて変位波形
の周期性が検出されると、息止めの指示がなされる。例
えば、変位波形中のＢ点（被検者が息を吸っている場合
において変位量が最大となる時点）が検出されると、被
検者に息を吐かせるための指示がなされる。次に、Ｃ点
（被検者が息を吐いている場合において変位量（絶対値
）が最大となる時点）が検出されると、息止めの指示が
なされる。息止め指示の後、変位量に応じて弾性計測が
実行される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者に対する超音波の送受波を繰り返すことにより複数のフレームを生成する送受波
手段と、
　前記複数のフレームに基づいて、生体組織の運動を検出する検出手段と、
　前記被検者に対して少なくとも息止めを指示する息止め指示情報を出力する指示手段と
、
　前記息止め指示情報の出力後における前記生体組織の運動に基づいて、超音波の送受波
による弾性計測の実行タイミングを制御する制御手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記指示手段は、前記生体組織の運動の周期に基づいて、前記息止め情報を出力する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の超音波診断装置において、
　前記指示手段は、前記運動の周期に基づいて、前記被検者に対して吸気を指示する吸気
指示情報と、前記被検者に対して呼気を指示する呼気指示情報と、前記息止め指示情報と
、を順番に出力する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記検出手段は、前記複数のフレームに基づいて、前記生体組織の変位の時間変化を前
記生体組織の運動の時間変化として検出し、
　前記指示手段は、前記呼気指示情報を出力した後、前記変位が最大となるタイミングで
、前記息止め指示情報を出力する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項３又は請求項４に記載の超音波診断装置において、
　前記弾性計測の終了後、前記指示手段は、前記被検者に対して息止め解除を指示する呼
吸再開指示情報を出力する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項３から請求項５のいずれか一項に記載の超音波診断装置において、
　前記指示手段は、息を吸う期間、息を吐く期間及び息を止める期間を時間軸に沿って示
す指示波形を、前記吸気指示情報、前記呼気指示情報及び前記息止め指示情報として表示
手段に表示させる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の超音波診断装置において、
　前記生体組織の運動の時間変化を示す運動波形を生成する波形生成手段を更に含み、
　前記指示手段は、前記運動波形と前記指示波形とを前記表示手段に表示させる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項６又は請求項７に記載の超音波診断装置において、
　前記複数のフレームに基づいて、血流部分の大きさの時間変化を示す血流波形を生成す
る血流波形生成手段を更に含み、
　前記指示手段は、前記血流波形を前記表示手段に更に表示させる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
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　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の超音波診断装置において、
　前記指示手段は、前記息止め指示情報を含む指示情報として図形情報を表示手段に表示
させる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の超音波診断装置において、
　前記指示手段は、前記息止め指示情報を含む指示情報として音声情報を出力する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１１】
　請求項１から請求項１０のいずれか一項に記載の超音波診断装置において、
　前記息止め指示情報の出力後において前記検出手段によって前記運動の安定状態が検出
された場合、前記制御手段は前記弾性計測を実行する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に生体組織の弾性特性を計測する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置において、超音波を利用して生体組織の弾性特性を計測する技術が知ら
れている。
【０００３】
　例えば、生体組織内にせん断波を発生させ、超音波を利用して生体組織内を伝搬するせ
ん断波を計測し、せん断波の伝搬速度に基づいて生体組織の弾性特性を計測する技術が知
られている。
【０００４】
　また、体表から静的な圧力を加えて生体組織を圧縮変形させ、その際に生じる生体組織
内のひずみを超音波によって計測し、そのひずみから生体組織の弾性特性を計測する技術
が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１１９０２１号公報
【特許文献２】特開２００２－１７８９２号公報
【特許文献３】特開平４－７５６４８号公報
【特許文献４】特開２０１３－１７２７７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、弾性特性の計測に際して被検者が呼吸をしていると、その呼吸に応じて計測
対象の生体組織が移動してしまい、弾性特性の計測精度が低下する場合がある。これに対
処するために、被検者に息を止めてもらい、その息止めの間に計測を行っている。従来に
おいては、検査者が超音波画像を見ながら、呼吸及び息止めを患者に指示し、適切な画像
が取得された段階で弾性特性の計測を行っている。しかし、検査者がプローブを操作しつ
つ超音波画像を見ながら、被検者に合ったリズムで適切な指示を与えることは容易ではな
い。例えば、指示のタイミングが呼吸のリズムに合わなかったり、指示漏れが発生したり
する場合がある。このように、呼吸及び息止めの指示が検査者に依存している結果、適切
なタイミングで息止め指示がなされず、弾性特性の計測精度が低下する場合がある。
【０００７】
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　なお、特許文献１に記載されている装置では、Ｘ線画像に基づいて被写体の動きの周期
性を検出し、その周期性に基づいて静止画本撮影のタイミングを算出している。特許文献
２に記載されているシステムでは、呼吸センサによって呼吸の回数を検出し、検出された
値に基づく動画を表示している。特許文献３に記載されている装置では、心臓の周期活動
を検出し、その周期活動に応じて表示画像をフリーズするタイミングを制御している。特
許文献４に記載されている装置では、穿刺対象を表すマーカと穿刺ガイドラインとの距離
に応じて、息を止めるよう音声を出力している。しかし、いずれの特許文献においても、
超音波を利用した弾性特性の計測を実施するにあたり、被検者に対して息止め等を指示す
ることについては記載されていない。いずれの技術においても、被検者の呼吸に起因する
計測精度の低下を防止することは困難である。
【０００８】
　本発明の目的は、超音波診断装置において、弾性特性の計測精度を向上させることであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る超音波診断装置は、被検者に対する超音波の送受波を繰り返すことにより
複数のフレームを生成する送受波手段と、前記複数のフレームに基づいて、生体組織の運
動を検出する検出手段と、前記被検者に対して少なくとも息止めを指示する息止め指示情
報を出力する指示手段と、前記息止め指示情報の出力後における前記生体組織の運動に基
づいて、超音波の送受波による弾性計測の実行タイミングを制御する制御手段と、を含む
ことを特徴とする。
【００１０】
　上記の構成によると、検査者が被検者に対して少なくとも息止めの指示を与えずに済む
。指示が検査者に依存していないため、指示タイミングのずれや指示漏れの発生を防止又
は低減することが可能となる。これにより、検査者が指示を与える場合と比べて、弾性計
測の精度を向上させることが可能となる。息止め指示情報の出力タイミングは、望ましく
は、生体組織の運動に基づいて判定される。また上記構成によれば、息止めの指示がなさ
れた後において、生体組織の運動の状態が確認された上で、弾性計測が実行される。これ
により、例えば、良好な運動状態で弾性特性が得られる。後述するように、例えば、運動
の安定状態が検出された場合に、弾性計測が実行されるようにしてもよい。この場合、生
体組織が静止した状態又は生体組織の運動量が少ない状態で、弾性計測が実行される。そ
の結果、計測精度を向上させることが可能となる。上記の構成において、生体組織の運動
は、例えば被検者の呼吸に起因するものである。
【００１１】
　望ましくは、前記指示手段は、前記生体組織の運動の周期に基づいて、前記息止め情報
を出力する。この構成によると、生体組織の実際の運動に基づいて指示がなされる。生体
組織の運動が被検者の呼吸に起因する場合、被検者の実際の呼吸運動に基づいて指示が与
えられることになる。これにより、被検者にとっては、指示のタイミングに合わせて呼吸
及び息止めを行うことが容易となる。
【００１２】
　望ましくは、前記指示手段は、前記運動の周期に基づいて、前記被検者に対して吸気を
指示する吸気指示情報と、前記被検者に対して呼気を指示する呼気指示情報と、前記息止
め指示情報と、を順番に出力する。また、前記検出手段は、前記複数のフレームに基づい
て、前記生体組織の変位の時間変化を前記生体組織の運動の時間変化として検出し、前記
指示手段は、前記呼気指示情報を出力した後、前記変位が最大となるタイミングで、前記
息止め指示情報を出力する。これらの構成によると、例えば、被検者が息を吐いている途
中であると想定されるタイミングで、息止めの指示がなされる。弾性計測を実行するにあ
たり、診断部位によっては、そのタイミングで息止めがなされることが望ましい場合があ
る。例えば、弾性計測に適した超音波画像が得られる場合があり、その場合には、弾性計
測の精度が向上する。
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【００１３】
　また、望ましくは、前記弾性計測の終了後、前記指示手段は、前記被検者に対して息止
め解除を指示する呼吸再開指示情報を出力する。これにより、弾性計測が終了したタイミ
ングで、被検者は息止めから開放される。
【００１４】
　望ましくは、前記指示手段は、息を吸う期間、息を吐く期間及び息を止める期間を時間
軸に沿って示す指示波形を、前記吸気指示情報、前記呼気指示情報及び前記息止め指示情
報として表示手段に表示させる。この指示波形は、例えば、被検者に呼吸及び息止めのタ
イミングを指示するための教師的な波形である。被検者は、指示波形を参考にして、呼吸
及び息止めを行うことが可能となる。呼吸及び息止めの期間が波形として表示されるので
、被検者にとっては、指示されたタイミングで呼吸及び息止めを行うことが容易となる。
【００１５】
　望ましくは、前記生体組織の運動の時間変化を示す運動波形を生成する波形生成手段を
更に含み、前記指示手段は、前記運動波形と前記指示波形とを前記表示手段に表示させる
。運動波形は、生体組織の実際の運動の状態を示している。従って、被検者は、運動波形
と指示波形とを比較することにより、実際の運動（呼吸）と指示波形が示す指示とのタイ
ミングのずれ等を確認しながら、指示波形が示す指示に従って呼吸を行うことが可能とな
る。例えば、呼吸リズムの修正が容易となる。また、検査者にとっても、指示に対する実
際の呼吸のずれ等を確認することができる。
【００１６】
　望ましくは、前記複数のフレームに基づいて、血流部分の大きさの時間変化を示す血流
波形を生成する血流波形生成手段を更に含み、前記指示手段は、前記血流波形を前記表示
手段に更に表示させる。血流部分が大きいほど、弾性計測の精度が低下する。この構成の
ように血流波形を表示することにより、弾性計測の精度を判断する上で、有益な情報が提
供される。
【００１７】
　望ましくは、前記指示手段は、前記息止め指示情報を含む指示情報として図形情報を表
示手段に表示させる。また、望ましくは、前記指示手段は、前記息止め指示情報を含む指
示情報として音声情報を出力する。
【００１８】
　望ましくは、前記息止め指示情報の出力後において前記検出手段によって前記運動の安
定状態が検出された場合、前記制御手段は前記弾性計測を実行する。これにより、生体組
織が静止した状態又は生体組織の運動量が少ない状態で、弾性計測が実行される。その結
果、計測精度を向上させることが可能となる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、超音波診断装置において、弾性特性の計測精度を向上させることが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施形態に係る超音波診断装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】表示部に表示される画像の一例を示す模式図である。
【図３】生体組織の変位を模式的に示すグラフである。
【図４】呼吸指示のタイミングを説明するための図である。
【図５】吸期における画面の一例を示す図である。
【図６】呼期における画面の一例を示す図である。
【図７】息止め期における画面の一例を示す図である。
【図８】本実施形態に係る超音波診断装置による処理の一例を示すフローチャートである
。
【図９】変位波形及び呼吸基準波形の一例を示す模式図である。
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【図１０】表示部に表示される画像の一例を示す模式図である。
【図１１】変位波形、呼吸基準波形及び血流面積波形の一例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２２】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されている。図１は、そ
の全体構成を示すブロック図である。超音波診断装置は、病院等の医療機関に設置され、
人体に対する超音波の送受波により超音波画像を形成する装置である。
【００２３】
　図１において、プローブ１０は、診断領域に対して超音波を送受波する送受波器である
。プローブ１０は、超音波を送受波する複数の振動素子を備えており、複数の振動素子に
よって超音波ビームが形成される。
【００２４】
　プローブ１０は、画像形成用の超音波を送受する機能を備えている。また、プローブ１
０は、せん断波を発生させる超音波（プッシュパルス）を送波する機能と、せん断波を計
測するための超音波（トラッキングパルス）を送受する機能と、を備えている。画像形成
用の超音波ビームは繰り返し電子的に走査され、これによりビーム走査面が順次形成され
る。電子走査方式としては、電子セクタ走査、電子リニア走査等をあげることができる。
【００２５】
　送信部１２は送信ビームフォーマである。送信部１２は、送信時において、プローブ１
０の複数の振動素子に対して一定の遅延関係をもった複数の送信信号を供給する。これに
より、超音波の送信ビームが形成される。超音波画像を形成する場合、送信部１２は、画
像形成用の送信信号を複数の振動素子に供給する。これにより、画像形成用の送信ビーム
が形成される。せん断波を発生させる場合、送信部１２は、プッシュパルス用の送信信号
を複数の振動素子に供給する。これにより、プッシュパルスの送信ビームが形成される。
また、せん断波を計測する場合、送信部１２は、トラッキングパルス用の送信信号を複数
の振動素子に供給する。これにより、トラッキングパルスの送信ビームが形成される。受
信時において、生体内からの反射波がプローブ１０によって受波されると、これにより、
プローブ１０から複数の受信信号が受信部１４に出力される。
【００２６】
　受信部１４は受信ビームフォーマである。受信部１４は、受信時において、複数の振動
素子から得られる複数の受信信号に対して整相加算処理等を施すことにより、受信ビーム
を形成する。プローブ１０によって画像形成用の超音波が送受された場合、受信部１４は
、複数の受信信号に基づいて画像形成用の受信ビームを形成する。プローブ１０によって
トラッキングパルスが送受された場合、受信部１４は、複数の受信信号に基づいてトラッ
キングパルス用の受信ビームを形成する。
【００２７】
　送信部１２及び受信部１４の作用により、画像形成用の送信ビーム及び受信ビーム（両
者併せて画像形成用の超音波ビーム）が電子的に走査される。これによりビーム走査面が
構成される。ビーム走査面は複数のビームデータに相当し、それらは受信フレーム（受信
フレームデータ）を構成する。なお、各ビームデータは深さ方向に並ぶ複数のエコーデー
タにより構成される。画像形成用の超音波ビームの電子走査を繰り返すことにより、受信
部１４から時間軸上に並ぶ複数の受信フレームが出力される。それらは受信フレーム列を
構成する。
【００２８】
　なお、送信機能及び受信機能を切り替えるための送受信切替部（図示しない）が設けら
れている。送受信切替部は、送信時において、送信部１２からの送信信号を各振動素子に
供給する。また、送受信切替部は、受信時において、複数の振動素子から得られる複数の
受信信号を受信部１４に供給する。
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【００２９】
　組織信号処理部１６は、受信部１４から出力されるビームデータに対して、Ｂモード断
層画像を形成するための信号処理を実行するモジュールであり、検波回路、信号圧縮回路
、ゲイン調整回路、フィルタ処理回路等を含むものである。
【００３０】
　断層画像形成部１８は、座標変換機能及び補間処理機能等を有するデジタルスキャンコ
ンバータにより構成されている。断層画像形成部１８は、組織信号処理部１６から出力さ
れた受信フレーム列に基づいて、複数の組織表示フレームによって構成される組織表示フ
レーム列を形成する。個々の組織表示フレームはＢモード断層画像のデータである。組織
表示フレーム列は、表示処理部５２を介してモニタ等の表示部５４に出力されて表示され
る。これにより、リアルタイムでＢモード断層画像が動画像として表示される。
【００３１】
　個別変位演算部２０は、時間軸上で隣接する２つの受信フレームに基づいて、生体組織
の変位量（移動量）を演算する。変位量として、例えば、２つの受信フレーム間の輝度変
化量又は相関値が用いられる。例えば、個別変位演算部２０は、時間軸上で隣接する２つ
の受信フレーム間の輝度変化量又は相関値を、関心領域（ＲＯＩ）内の全点について、時
間軸に沿って順次演算する。これにより、各点の個別の変位量（移動量）が、時間軸に沿
って演算される。個別変位演算部２０は、ビーム方位における変位量を演算してもよいし
、ビーム走査面における二次元の変位量を演算してもよい。また、個別変位演算部２０は
、各点の移動ベクトル（移動方向と移動量）を演算してもよい。
【００３２】
　静的弾性情報演算部２２及び弾性画像形成部２４は、静的弾性情報を計測する場合に使
用される。静的弾性情報の計測においては、例えば、被検者の体表から静的な圧力を加え
て生体組織を圧縮変形させ、生体組織内のひずみを超音波によって計測し、そのひずみか
ら弾性情報を計測する。
【００３３】
　静的弾性情報演算部２２は、生体組織に圧力が印加される前の受信フレームと圧力が印
加された後の受信フレームとの間の各点の変位量を、空間微分（例えば深さ方向に微分）
する。これにより、各点のひずみ量が演算される。
【００３４】
　弾性画像形成部２４は、座標変換機能及び補間処理機能等を有するデジタルスキャンコ
ンバータにより構成されている。弾性画像形成部２４は、静的弾性情報演算部２２によっ
て演算された各点のひずみ量に基づいて、ひずみ量の二次元分布を表す弾性画像データを
形成する。また、弾性画像形成部２４は、弾性画像データの各点の色を、ひずみの大きさ
に応じた色に変換する機能を備えている。例えば、弾性画像形成部２４は、ひずみが大き
い点の色を赤色に変換し、ひずみが小さい点の色を青色に変換する。弾性画像データは表
示処理部５２に出力される。
【００３５】
　トラッキング部２６及び動的弾性情報演算部２８は、動的弾性情報を計測する場合に使
用される。動的弾性情報の計測においては、計測領域に対してプローブ１０からプッシュ
パルスが送波され、その後、プローブ１０からトラッキングパルスが送波される。このと
き、プッシュパルスによって生じた横波（せん断波）の伝搬方向に沿って、複数のトラッ
キングパルスが送波される。例えば、伝搬方向に沿って、２つの観測位置にトラッキング
パルスが送波される。トラッキングパルスによる反射波がプローブ１０によって受波され
ると、トラッキングパルス用のビームデータが受信部１４からトラッキング部２６に供給
される。
【００３６】
　トラッキング部２６は、プッシュパルスの照射位置とせん断波の観測位置との差（せん
断波の伝搬距離）を演算し、観測位置にせん断波が伝搬するまでに要する時間を、各トラ
ッキングパルス用の受信ビームの受信時間（各トラッキングパルスの送波時間）に基づい
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て演算する。
【００３７】
　動的弾性情報演算部２８は、観測位置にせん断波が伝搬するまでに要した時間に基づい
て、せん断波の伝搬速度を演算する。そして、動的弾性情報演算部２８は、せん断波の伝
搬速度に基づいて、生体組織の弾性情報を演算する。例えば、Ｅ＝３ρＣ２の式に従って
、ヤング率が演算される。ここで、Ｅはヤング率であり、ρは生体組織の密度であり、Ｃ
はせん断波の伝搬速度である。弾性情報は表示処理部５２に出力される。
【００３８】
　なお、本実施形態に係る超音波診断装置は、静的弾性情報を計測する機能及び動的弾性
情報を計測する機能の両方を備えていてもよいし、一方の機能のみを備えていてもよい。
つまり、超音波診断装置は、静的弾性情報の計測機能を実行する部分（静的弾性情報演算
部２２及び弾性画像形成部２４）、及び、動的弾性情報の計測機能を実行する部分（トラ
ッキング部２６及び動的弾性情報演算部２８）のうち少なくとも一方の部分を備えていれ
ばよい。
【００３９】
　変位総和演算部３０は、個別変位演算部２０によって演算された各点の変位量に基づい
て、関心領域内の各点の変位量の総和又は平均値を、時間軸に沿って順次演算する。
【００４０】
　呼吸波形生成部３２は、時間軸に沿って順次演算された変位量の総和又は平均値に基づ
いて、変位量の総和又は平均値の時間変化を示す変位波形（運動波形の一例に相当）を生
成する。生体組織の変位が被検者の呼吸運動に起因する場合、この変位波形は、被検者の
呼吸運動を示す呼吸波形に相当する。また、呼吸波形生成部３２は、変位量の総和又は平
均値を時間軸に沿って積算することにより、積算値の時間変化を示す積算変位波形を生成
してもよい。
【００４１】
　波形解析部３４は、変位波形を解析することにより、変位波形の周期性を検出する。ま
た、波形解析部３４は、変位波形に基づいて、被検者に呼吸指示を与えるタイミング、及
び、息止め指示を与えるタイミングを検出する。また、波形解析部３４は、息止め期（被
験者が息を止めている期間）における変位波形の安定状態を検出する。検出結果を示す情
報は、制御部４２に供給される。
【００４２】
　血流速度演算部３６及び血流画像形成部３８は、ドプラデータ（血流の流れ情報）を取
得する場合に使用される。この場合、エコーデータ（組織の輝度情報）及びドプラデータ
（血流の流れ情報）の両者を取得するために、エコーデータ取得用の超音波の送受波とド
プラデータ取得用の超音波の送受波とが、ビーム方位毎に行われる。もちろん、同じ超音
波の送受波によってエコーデータ及びドプラビームの両者を同時に得るようにしてもよい
。
【００４３】
　血流速度演算部３６は、受信部１４から出力されたビームデータに含まれるドプラ情報
に対して、二次元血流画像を形成するための信号処理を実行するモジュールである。二次
元血流画像としてはカラードプラ画像が周知である。血流速度演算部３６は、受信部１４
から出力される血流画像形成用のビームデータ（ドプラ情報を含むデータ）に対して、直
交検波、自己相関演算、速度演算等の信号処理を行う。これにより、血流データとしての
血流速度データが形成される。
【００４４】
　血流画像形成部３８は、座標変換機能及び補間処理機能等を有するデジタルスキャンコ
ンバータにより構成されている。血流画像形成部３８は、血流速度演算部３６から出力さ
れた血流速度に対応する受信フレーム列に基づいて、複数の血流表示フレームによって構
成される血流表示フレーム列を形成する。個々の血流表示フレームは二次元のカラー血流
画像のデータである。血流表示フレーム列は表示処理部５２に出力される。
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【００４５】
　なお、血流画像を形成しない場合、超音波診断装置は、血流速度演算部３６及び血流画
像形成部３８を備えていなくてもよい。
【００４６】
　血流部分評価部４０は、カラー血流画像データに基づいて、関心領域内における血流部
分の面積を演算する。または、血流部分評価部４０は、Ｂモード断層画像データに基づい
て、関心領域内における低輝度部分（黒抜け部分）の面積を演算してもよい。例えば、輝
度値が閾値以下となる部分が低輝度部分に該当する。一般的に、Ｂモード断層画像データ
において血流部分は低輝度となるため、低輝度部分が血流部分に対応する。そのため、低
輝度部分の面積を演算することにより、血流部分の面積が得られる。また、血流部分評価
部４０は、血流部分又は低輝度部分の面積を、関心領域の全体の面積で規格化する。規格
化された面積値は、制御部４２の指示生成部４６に出力される。
【００４７】
　制御部４２は、図１に示す各構成の動作制御を行っている。制御部４２には、入力部４
８が接続されている。入力部４８は、一例として、トラックボールやキーボード等の入力
デバイスを含む操作パネルによって構成されている。ユーザは入力部４８を使用して、関
心領域（ＲＯＩ）等を指定することが可能である。
【００４８】
　また、制御部４２は、ＳＷ計測制御部４４と指示生成部４６とを含んでいる。
【００４９】
　ＳＷ計測制御部４４は、波形解析部３４による変位波形の解析結果に基づいて、動的弾
性情報の計測タイミングを制御する。例えば、変位波形の安定状態が検出されると、ＳＷ
計測制御部４４は、送信部１２にプッシュパルスを送波させ、続けて、トラッキングパル
スを送波させる。
【００５０】
　指示生成部４６は、被検者に対して呼吸及び息止めを指示するための指示情報を生成す
る。例えば、指示生成部４６は、吸気（息を吸う動作）を指示するための吸気指示情報、
呼気（息を吐く動作）を指示するための呼気指示情報、息止めを指示するための息止め指
示情報、及び、呼吸再開（息止め解除）を指示するための呼吸再開指示情報を生成する。
これらの情報は、例えば、図形情報、音声情報又は波形情報である。図形情報及び波形情
報は表示処理部５２に出力され、音声情報は音声出力部５０に出力される。
【００５１】
　例えば、指示生成部４６は、波形解析部３４による波形解析結果に基づいて、息を吸う
タイミングで吸気指示情報を出力する。また、指示生成部４６は、波形解析結果に基づい
て、息を吐くタイミングで呼気指示情報を出力する。また、指示生成部４６は、波形解析
結果に基づいて、息を止めるタイミングで息止め指示情報を出力する。また、指示生成部
４６は、弾性計測が終了したタイミングで、呼吸再開指示情報を出力する。
【００５２】
　指示生成部４６は、呼吸基準波形（指示波形の一例に相当）を生成して出力してもよい
。呼吸基準波形は、被検者に呼吸及び息止めを指示するための教師的な波形である。呼吸
基準波形は、変位波形の解析結果に依拠しない波形であってもよいし、その解析結果に依
拠する波形であってもよい。呼吸基準波形は、吸期（息を吸っている期間）、呼期（息を
吐いている期間）、及び、息止め期が、波形として表されたものである。呼吸基準波形に
おいては、吸期及び呼期が一定の周期で繰り返し表されている。
【００５３】
　また、指示生成部４６は、血流部分評価部４０によって演算された血流部分の面積に基
づいて、血流面積の時間変化を表す血流面積波形（血流波形の一例に相当）を生成しても
よい。
【００５４】
　音声出力部５０はスピーカによって構成されており、指示生成部４６によって生成され
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た指示情報（音声情報）に従って、音声を出力する。例えば、音声出力部５０は、吸気指
示情報に従って、「息を吸ってください」等のように、吸気を指示する音声を出力する。
また、音声出力部５０は、呼気指示情報に従って、「息を吐いてください」等のように、
呼気を指示する音声を出力する。また、音声出力部５０は、息止め指示情報に従って、「
息を止めてください」等のように、息止めを指示する音声を出力する。また、音声出力部
５０は、呼吸再開指示情報に従って、「呼吸を再開してください」等のように、呼吸再開
を指示する音声を出力する。
【００５５】
　表示処理部５２は、Ｂモード断層画像、弾性画像、動的弾性情報、カラー血流画像、血
流面積波形、及び、指示情報に対して、必要なグラフィックデータをオーバーレイ処理し
、これによって表示画像を構成している。この画像データは表示部５４に出力され、表示
モードに従った表示形態で画像が表示される。表示部５４は例えば液晶ディスプレイ等の
表示デバイスによって構成されている。表示部５４は複数の表示デバイスによって構成さ
れてもよい。
【００５６】
　なお、表示処理部５２は、複数の画像を合成してもよい。例えば、表示処理部５２は、
Ｂモード断層画像上にカラー血流画像を合成してもよい。
【００５７】
　図２には、Ｂモード断層画像の表示例が示されている。例えば、表示部５４の画面６０
にＢモード断層画像６２が表示される。Ｂモード断層画像６２は、断層画像形成部１８に
よって形成された画像である。このＢモード断層画像６２に対して関心領域（ＲＯＩ）６
４が設定されている。関心領域６４の形状、サイズ及び位置は、例えばユーザによる入力
部４８の操作によって指定される。
【００５８】
　図３には、変位波形の一例が示されている。この変位波形は、被検体の呼吸運動による
生体組織（例えば胸腹部内組織）の変位（運動）を表している。図３（ａ）には変位波形
が示されている。この変位波形は、関心領域６４内における各点の変位量の総和又は平均
値の時間変化を表している。図３（ｂ）には積算変位波形が示されている。この積算変位
波形は、時間軸方向に対する総和又は平均値の積算値の時間変化を表している。なお、図
３（ａ）及び図３（ｂ）に示されている波形は、説明の都合上、模式的に表現されている
。
【００５９】
　図３中のＡ点は、検出の開始時点を示している。Ｂ点は、被検者が息を吸っている場合
において、変位量が最大となる時点を示している。Ｃ点は、被検者が息を吐いている場合
において、変位量（絶対値）が最大となる時点を示している。Ｄ状態は、変化量がゼロ又
は予め設定された範囲内となっている状態であり、生体組織の運動が安定している状態で
ある。すなわち、Ｄ状態は、生体組織が静止した状態又は生体組織の運動量（移動量）が
少ない状態である。Ｆ点は、被検者の肺が膨らみきった時点を示している。
【００６０】
　次に、図３及び図４を参照して、呼吸及び息止め指示のタイミングについて説明する。
本実施形態では、弾性計測の前段階として、被検者の呼吸（変位波形）の周期がある程度
一定となるように、超音波診断装置によって呼吸の指示が繰り返し被検者に与えられる（
Ｓ０１）。まず、任意のタイミングで吸気指示が与えられる。そのために、指示生成部４
６は、吸気指示情報（図形情報、音声情報、波形情報）を出力する。これにより、表示部
５４に吸気図形や吸期波形が表示される。または、吸気を指示する音声が音声出力部５０
から出力される。吸気指示に応じて被験者が息を吸っていくと、変位量が増加していく。
そして、波形解析部３４によってＢ点（吸気時の変位量が最大となる時点）が検出される
と、指示生成部４６は、呼気指示情報（図形情報、音声情報、波形情報）を出力する。こ
れにより、表示部５４に呼気図形や呼期波形が表示される。または、呼気を指示する音声
が音声出力部５０から出力される。呼気指示に応じて被験者が息を吐いていくと、変位量
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が減少していく。そして、波形解析部３４によってＣ点（呼気時の変位量（絶対値）が最
大となる時点）が検出されると、指示生成部４６は、吸気指示情報を出力する。被検者が
息を吸っていき、再びＢ点が検出されると呼気指示が与えられる。このように、呼吸（変
位波形）の周期が一定となるように、Ｂ，Ｃ点の検出に応じて吸気及び呼気の指示が被検
者に与えられる。波形解析部３４は、変位波形のピーク（Ｂ，Ｃ点）を検出することによ
り、呼吸（変位波形）の周期性を検出する。なお、図３には、１周期分の波形が示されて
いるが、これは説明の都合上のものであり、実際は、複数周期分の波形が得られる。
【００６１】
　以上のようにして、波形解析部３４によって呼吸（変位波形）の周期性が検出されると
、指示生成部４６は吸気指示情報を出力する（Ｓ０２）。吸気指示に応じて被検者が息を
吸っていいき、波形解析部３４によってＢ点が検出されると（Ｓ０３）、指示生成部４６
は、呼気指示情報を出力する（Ｓ０４）。呼気指示に応じて被検者が息を吐いていき、波
形解析部３４によってＣ点が検出されると（Ｓ０５）、指示生成部４６は、息止め指示情
報（図形情報、音声情報、波形情報）を出力する（Ｓ０６）。これにより、表示部５４に
息止め図形や息止め期波形が表示される。または、息止めを指示する音声が音声出力部５
０から出力される。このように、一例として、呼気指示情報を出力した後に、息止め指示
情報が出力される。すなわち、被検者が息を吐いている途中で息止めの指示が与えられる
。息止指示に従って被検者が息を止めると、変位量が徐々に「０」に近づいていき、やが
て、変位量がほぼ一定となる（状態Ｄ）。波形解析部３４によって状態Ｄ（安定状態）が
検出された時点で（Ｓ０７）、制御部４２は弾性計測を実行する（Ｓ０８）。動的弾性情
報の計測を実行する場合、ＳＷ計測制御部４４は、送信部１２にプッシュパルスを送波さ
せ、続けて、トラッキングパルスを送波させる。上述したように、トラッキング部２６に
よって、せん断波の到来タイミングが検出される。そして、動的弾性情報演算部２８によ
って、せん断波の伝搬速度が演算され、更に、ヤング率等の弾性情報が演算される。この
弾性情報は表示部５４に表示される。また、静的弾性の計測を実行する場合、静的弾性情
報演算部２２によって各点のひずみ量が演算され、弾性画像形成部２４によって、ひずみ
量の二次元分布を表す弾性画像のデータが形成される。この弾性画像は表示部５４に表示
される。弾性計測が終了すると、指示生成部４６は、呼吸再開指示情報（図形情報、音声
情報、波形情報）を出力する（Ｓ０９）。これにより、表示部５４に呼吸再開図形が表示
される。または、呼吸再開を指示する音声が音声出力部５０から出力される。以上のよう
にして、超音波診断装置によって呼吸及び息止めの指示が与えられ、息止めの指示に続い
て、弾性計測が実行される。
【００６２】
　図５～図７には、指示情報の表示例が示されている。図５～図７に示されているように
、表示部５４の画面６０には、Ｂモード断層画像が表示されている。また、画面６０には
、吸気の指示を示す吸気図形７０、呼気の指示を示す呼気図形７２、及び、息止めの指示
を示す息止め図形７４が表示されている。これらの図形は、指示生成部４６によって生成
されたグラフィックデータである。例えば、吸気指示情報が指示生成部４６から表示処理
部５２に出力されると、表示処理部５２はその指示に従い、図５に示すように吸気図形７
０を点灯させる（図５中、黒丸で示されている）。また、図３に示すＢ点が検出されると
、呼気指示情報が指示生成部４６から表示処理部５２に出力される。表示処理部５２はそ
の指示に従い、図６に示すように呼気図形７２を点灯させる（図６中、黒丸で示されてい
る）。このとき、表示処理部５２は吸気図形７０の点灯を消す。また、図３に示すＣ点が
検出されると、息止め指示情報が指示生成部４６から表示処理部５２に出力される。表示
処理部５２はその指示に従い、図７に示すように息止め図形７４を点灯させる（図７中、
黒丸で示されている）。このとき、表示処理部５２は呼気図形７２の点灯を消す。そして
、安定状態（Ｄ状態）が検出されると弾性計測が開始される。画面６０には、計測の進行
状況を示すバー７６が表示されている。表示処理部５２は、制御部４２から計測の進行状
態を示す情報を受け、その情報に従ってバー７６を点灯させる。例えば、表示処理部５２
は、進行状況に応じてバー７６中のインジケータ（１～５）を段階的に点灯させる。
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【００６３】
　次に、図８に示されているフローチャートを参照して、本実施形態に係る超音波診断装
置による処理について説明する。ここでは、動的弾性情報を計測する場合について説明す
る。
【００６４】
　まず、検査者は、診断部位がＢモード断層画像に表されるようにプローブ１０の位置決
めを行う。例えば、肝臓の弾性計測を行う場合、検査者は被検者の肋間にプローブ１０を
当てる。そして、検査者が入力部４８を利用して、弾性計測開始を指示する。この指示に
従って、画像形成用の超音波ビームがプローブ１０によって送受波され、Ｂモード断層画
像データが形成される（Ｓ２０）。例えば、図２に示すように、Ｂモード断層画像６２が
表示部５４に表示される。そして、検査者が入力部４８を利用して、Ｂモード断層画像６
２上に関心領域６４を設定する。
【００６５】
　一方、個別変位演算部２０は、関心領域６４内の全点の変位量を時間軸に沿って順次演
算する。変位総和演算部３０は、関心領域６４内の各点の変位量の総和又は平均値を、時
間軸に沿って順次演算する（Ｓ２１）。そして、呼吸波形生成部３２は、変位量の総和又
は平均値の時間変化を示す変位波形を生成する（Ｓ２２）。波形解析部３４は、変位波形
を解析する（Ｓ２３）。この解析の結果、変位波形の周期性が検出され、図３に示すＣ点
（呼気時の変位量（絶対値）が最大となる時点）が検出されると、指示生成部４６は吸気
指示情報を出力する。これにより、被検者に対する吸気の指示がなされる（Ｓ２４）。例
えば図５に示すように、表示処理部５２は、吸気図形７０、呼気図形７２及び息止め図形
７４を表示部５４に表示させた上で、吸気図形７０を点灯させる。この表示を見た被検者
は、吸気図形７０の点灯に従って息を吸う。そして、変位波形の解析によって、呼気指示
を与えるタイミングが検出されると、指示生成部４６は呼気指示情報を出力する。これに
より、被検者に対する呼気の指示がなされる（Ｓ２５）。例えば、波形解析の結果、図３
に示すＢ点（吸気時の変位量が最大となる時点）が検出されると、指示生成部４６は呼気
指示情報を出力する。例えば図６に示すように、表示処理部５２は呼気図形７２を点灯さ
せる。この表示を見た被検者は、呼気図形７２の点灯に従って息を吐く。そして、弾性計
測に適したＢモード断層画像データが形成された場合（Ｓ２６，Ｙｅｓ）、指示生成部４
６は息止め指示情報を出力する。これにより、被検者に対する息止め指示がなされる（Ｓ
２７）。例えば、図３に示すＣ点（呼気時の変位量（絶対値）が最大となる時点）が検出
されると、指示生成部４６は息止め指示情報を出力する。呼吸による横隔膜の周期的な運
動に応じて肝臓の位置が変動し、Ｂモード断層画像も明るくなったり暗くなったりする。
Ｃ点の時点では、Ｂモード断層画像が鮮明になっていると推測され、この時点のＢモード
断層画像データが弾性計測に適していると推測される。それ故、Ｃ点が検出された時点で
、息止めの指示がなされる。例えば図７に示すように、表示処理部５２は、息止め図形７
４を点灯させる。この表示を見た被検者は、息止め図形７４の点灯に従って息を止める。
一方、弾性計測に適したＢモード断層画像データが形成されない場合（Ｓ２６，Ｎｏ）、
吸気の指示（Ｓ２４）及び呼気の指示（Ｓ２５）がなされる。そして、息止め指示の後、
波形解析によって変位波形の安定状態（図３に示すＤ状態）が検出されると（Ｓ２８，Ｙ
ｅｓ）、ＳＷ計測制御部４４は、送信部１２にプッシュパルスを送波させ、続けて、トラ
ッキングパルスを送波させる（Ｓ２９）。トラッキング部２６及び動的弾性情報演算部２
８によって、せん断波の伝搬速度が演算され、更に、ヤング率等の弾性情報が演算される
（Ｓ３０）。弾性情報の計測が終了すると、指示生成部４６は呼吸再開情報を出力する。
これにより、被検者に対する呼吸再開（息止め解除）の指示がなされる（Ｓ３１）。一方
、変位波形の安定状態が検出されない場合、処理はステップＳ２４に戻る。
【００６６】
　以上のように、本実施形態では、変位波形（呼吸運動を示す波形）に基づいて、呼吸及
び息止めの指示がなされる。そのため、検査者が呼吸及び息止めの指示を出さずに済む。
指示が検査者に依存していないため、指示タイミングのずれや指示漏れの発生等を防止又
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は低減すること可能となる。これにより、検査者が指示を与える場合と比べて、弾性情報
の計測精度を向上させることが可能となる。また、検査者の負担が軽減する。被検者にと
っては、被検者の実際の呼吸運動に基づいて指示が与えられるため、指示のタイミングに
合わせて呼吸及び息止めを行うことが容易となる。また、変位波形の安定状態が検出され
た段階で弾性計測を実行することにより、生体組織が静止した状態又は生体組織の移動量
が少ない状態で、弾性計測が実行される。これにより、計測精度を向上させることが可能
となる。
【００６７】
　また、呼吸及び息止めの指示を図形によって行うことにより、被検者にとって指示が認
識しやすいという効果がある。なお、上記の例では、呼吸及び息止めの指示に図形が用い
られているが、音声によって指示がなされてもよい。もちろん、図形と音声とを併用して
もよい。
【００６８】
　上記の例では、被検者が息を吐いている途中で息止めの指示がなされているが、診断部
位に応じて、被検者が息を吸っている途中で息止めの指示がなされてもよい。この場合、
指示生成部４６は、Ｂ点が検出されて吸気指示情報を出力した後に、息止め指示情報を出
力する。
【００６９】
　表示処理部５２は、変位波形を表示部５４に表示させてもよい。これにより、被検者は
自身の呼吸の状態を確認しながら、指示に従った呼吸を行うことが可能となる。検査者は
、変位波形を実際に確認して弾性計測の開始を判断することが可能となる。
【００７０】
　上記の例では、変位波形が用いられているが、積算変位波形に基づいて呼吸及び息止め
の指示がなされてもよい。例えば、呼期の段階で、積算変位量が閾値以下となった場合に
、指示生成部４６は息止め指示情報を出力してもよい。この閾値は、例えば、積算変位量
の最大値の６０％程度の値である。なお、閾値は、被検者や診断部位に応じて変更されて
もよい。なお、診断部位に応じて、吸期の段階で、積算変位量が閾値以上となった場合に
、指示生成部４６は息止め指示情報を出力してもよい。
【００７１】
　図９には、指示情報の別の例が示されている。表示部５４の画面６０には、変位波形８
０及び呼吸基準波形９０が表示されている。横軸が時間を示し、縦軸が変位量を示してい
る。変位波形８０は、呼吸波形生成部３２によって生成された波形であり、実際に測定さ
れた変位量を表す波形である。変位は被検者の呼吸に起因しているため、変位波形８０は
、被検者の呼吸運動を示している。呼吸基準波形９０は、実際に測定された変位量に依拠
せずに、指示生成部４６によって生成された波形である。呼吸基準波形９０は、被検者に
とって呼吸のインジケータとして機能する波形である。表示処理部５２は、例えば、変位
波形８０と呼吸基準波形９０とを重ねて表示部５４に表示させる。
【００７２】
　呼吸基準波形９０は、一例として方形波である。呼吸基準波形９０は、吸期（息を吸う
期間）を示す吸期波形９２、呼期（息を吐く期間）を示す呼期波形９４、及び、息止め期
間（息を止める期間）を示す息止め期波形９６によって構成されている。なお、説明の便
宜上、息止め期波形９６は破線で示されている。吸期波形９２及び呼期波形９４は、予め
設定された周期で繰り返し表されている。なお、この周期の長さは、検査者によって任意
に変更されてもよい。
【００７３】
　指示生成部４６は、時間軸に沿って、順次、吸期波形９２と呼期波形９４とを交互に表
示処理部５２に出力する。表示処理部５２は、時間軸に沿って、順次、吸期波形９２と呼
期波形９４とを交互に表示部５４に表示させる。吸期波形９２の表示に従って被検者が息
を吸い、呼期波形９４の表示に従って被検者が息を吐いていくと、変位波形８０が順次生
成され、表示部５４に表示される。そして、波形解析部３４によって変位波形８０の周期
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性が検出されると、指示生成部４６は、息止め期波形９６を表示処理部５２に出力する。
表示処理部５２は、その息止め期波形９６を表示部５４に表示させる。例えば、指示生成
部４６は、被検者が息を吐いている途中で息止め波形９６が表示されるように、呼期波形
９４を出力した後に息止め期波形９６を出力する。例えば、指示生成部４６は、呼期波形
９４の途中の時点で息止め期波形９６を出力する。そして、息止め期波形９６の表示に従
って被検者が息を止めると、変位量は徐々に「０」に近づいていき、やがて、変位量が一
定となる。この段階で、弾性計測が実行される。
【００７４】
　以上のように、教師的な呼吸基準波形９０を表示することにより、被検者は、その呼吸
基準波形９０を参考にして呼吸及び息止めを行うことが可能となる。呼吸及び息止めの期
間が波形として表示されるので、指示されたタイミングで呼吸及び息止めを行うことが容
易となる。また、実際に測定された変位波形８０と教師的な呼吸基準波形９０とを表示す
ることにより、被検者は自身の呼吸の状態を確認しながら、呼吸基準波形９０による指示
に従った呼吸を行うことが可能となる。例えば、実際の呼吸の状態（変位波形８０の形状
）と呼吸基準波形９０とを比較することにより、被検者は、指示と自身の呼吸との間のタ
イミングずれ等を確認することができる。これにより、自身の呼吸リズムの修正が容易と
なる。また、検査者も、そのずれ等を確認して、弾性計測の開始タイミングを判断するこ
とが可能となる。
【００７５】
　なお、呼吸基準波形９０は変位波形８０に基づいて生成されてもよい。つまり、指示生
成部４６は、実際に計測された変位波形８０の周期から吸期及び呼期を求め、その吸期を
示す吸期波形９２及び呼期波形９４を生成して出力し、更に、息止め期波形９６を出力し
てもよい。
【００７６】
　図９に示す例では、変位波形８０と呼吸基準波形９０とが表示部５４に表示されている
が、呼吸基準波形９０のみが表示部５４に表示されてもよい。もちろん、呼吸基準波形９
０による指示、及び、図５～図７に示す図形による指示を併用してもよいし、音声による
指示を併用してもよい。
【００７７】
　また、別の例として、カラー血流画像及び血流面積波形が表示部５４に表示されてもよ
い。図１０には、Ｂモード断層画像及びカラー血流画像の表示例が示されている。例えば
、表示部５４の画面６０に、Ｂモード断層画像６２及びカラー血流画像１００が表示され
る。カラー血流画像１００は、血流画像形成部３８によって形成された画像である。この
ように、カラー血流画像が形成された場合、表示処理部５２は、Ｂモード断層画像６２と
カラー血流画像１００とを重畳して表示部５４に表示させる。また、血流部分評価部４０
は、カラー血流画像１００に基づいて、関心領域６４内における血流部分の面積を演算し
、血流部分の面積を関心領域６４の全体の面積で規格化する。指示生成部４６は、規格化
された血流面積の時間変化を示す血流面積波形を生成する。この血流面積波形は、例えば
、変位波形や呼吸基準波形と共に表示部５４に表示される。
【００７８】
　図１１には、その表示例が示されている。表示部５４の画面６０には、変位波形８０、
呼吸基準波形９０及び血流面積波形１１０が表示されている。右側の縦軸が、規格化され
た血流面積（％）を示している。なお、説明の便宜上、血流面積波形１１０は破線で示さ
れている。
【００７９】
　血流部分の輝度は低輝度であるため、弾性計測の対象領域に含まれる血流部分の面積が
大きくなるほど、弾性計測の精度が低下する。それとは逆に、血流部分の面積が小さくな
るほど計測精度が向上する。このような血流部分の面積を示す血流面積波形１１０を表示
することにより、計測精度を判断するための参考情報が提供される。検査者は、血流面積
波形１１０を参考にして、弾性計測の開始時点を判断することが可能となる。例えば、血
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流面積が閾値以下となった場合に、弾性計測を開始することが想定される。
【００８０】
　なお、血流部分評価部４０は、Ｂモード断層画像データに基づいて、関心領域内におけ
る低輝度部分の面積を演算し、規格化された面積を演算してもよい。この場合、血流面積
波形１１０は、その低輝度部分の面積を示すことになる。
【００８１】
　また、血流面積が閾値以下となった場合に、制御部４２は、弾性計測を実行してもよい
。これにより、一定の計測精度が得られる段階になって、弾性計測が自動的に実行される
。
【００８２】
　図１１に示す例では、変位波形８０、呼吸基準波形９０及び血流面積波形１１０の３つ
の波形が表示部５４に表示されているが、これらの中のいずれかの波形が表示されてもよ
い。例えば、変位波形８０及び血流面積画像１１０の組み合わせが表示部５４に表示され
てもよい。または、呼吸基準波形９０及び血流面積波形１１０の組み合わせが表示部５４
に表示されてもよい。もちろん、血流面積波形１１０、及び、図５～図７に示す図形によ
る指示を、併用してもよいし、音声による指示を併用してもよい。
【００８３】
　上述した実施形態では、個別変位演算部２０及び変位総和演算部３０は、デジタルスキ
ャンコンバート前のビームデータを用いて変位量（総和、平均値）を演算しているが、デ
ジタルスキャンコンバート後の画像データ（例えばＢモード断層画像データ）に基づいて
変位量（総和、平均値）を演算してもよい。
【００８４】
　なお、図１に示されているプローブ１０以外の構成は、例えばプロセッサや電子回路等
のハードウェアを利用して実現することができ、その実現において必要に応じてメモリ等
のデバイスが利用されてもよい。また、図１に示されているプローブ１０以外の構成は、
例えばコンピュータにより実現することもできる。つまり、コンピュータが備えるＣＰＵ
やメモリやハードディスク等のハードウェアと、ＣＰＵ等の動作を規定するソフトウェア
（プログラム）との協働により、図１のプローブ１０以外の構成の全部又は一部が実現さ
れてもよい。そのプログラムは、例えば、図示しない記憶部に記憶されていてもよいし、
ネットワーク等の通信経路を介して取得されるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８５】
　１０　プローブ、１２　送信部、１４　受信部、１６　組織信号処理部、１８　断層画
像形成部、２０　個別変位演算部、２２　静的弾性情報演算部、２４　弾性画像形成部、
２６　トラッキング部、２８　動的弾性情報演算部、３０　変位総和演算部、３２　呼吸
波形生成部、３４　波形解析部、３６　血流速度演算部、３８　血流画像形成部、４０　
血流部分評価部、４２　制御部、４４　ＳＷ計測制御部、４６　指示生成部、４８　入力
部、５０　音声出力部、５２　表示処理部、５４　表示部。
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